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一　

は
じ
め
に

王
朝
時
代
に
お
い
て
祭
祀
は
律
令
政
治
の
思
想
面
の
中
軸
に
裾
え
ら
れ
て
い
た
。

平
安
京
と
命
名
し
新
都
と
し
て
四
神
の
発
想
や
、
皇
城
鎮
護
の
社
寺
と
す
る
日
吉
大

社
・
貴
船
神
社
・
延
暦
寺
・
鞍
馬
寺
が
存
在
し
、
王
朝
人
の
帰
依
を
集
め
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
間
の
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
貴
顕
が
、
非
業
の
死
に
至
る
事
件
が
生
じ

る
。
宮
中
内
で
も
畏
怖
の
念
が
渦
巻
き
、
万
が
一
凶
事
で
も
起
こ
れ
ば
、
慮
外
の
絶

命
に
追
い
込
ま
れ
た
悲
運
の
貴
顕
の
怨
霊
の
仕
業
と
推
測
す
る
よ
う
に
な
る
。

平
安
京
大
内
裏
の
南
に
隣
接
す
る
神
泉
苑
で
御
霊
会
を
催
し
て
い
る
。『
三
代
実

録①
』
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
五
月
二
十
日
条
が
歴
史
資
料
と
し
て
の
初
見
で
あ
り
、御

霊
会
の
目
的
や
祭
祀
の
内
容
に
つ
い
て
規
範
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
注
視
さ
れ
て

よ
い
。
さ
ら
に
市
中
の
御
霊
会
と
し
て
祇
園
御
霊
会
が
あ
り
、
平
安
末
期
の
様
相
を

知
る
絵
画
資
料
と
し
て
、『
年
中
行
事
絵
巻②
』
巻
第
九
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
三
基
の

神
輿
の
周
囲
に
供
奉
す
る
人
々
の
活
動
的
な
様
相
が
描
写
さ
れ
、
前
掲
の
『
三
代
実

録
』
の
記
事
内
容
と
の
継
承
と
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
示
現
し
て
い
る
。
こ
の
『
年

中
行
事
絵
巻
』
の
「
祇
園
御
霊
会
」
の
描
写
対
象
を
今
日
伝
承
す
る
無
形
文
化
財
に

よ
る
再
現
を
試
み
る
前
に
、
王
朝
期
に
お
け
る
祇
園
御
霊
会
の
歴
史
資
料
を
確
認
し

て
、
そ
の
実
相
を
確
認
し
て
み
た
い
。

二　

王
朝
期
に
お
け
る
祇
園
御
霊
会
の
歴
史
資
料

祇
園
御
霊
会
は
今
日
の
八
坂
神
社
祇
園
祭
に
先
行
す
る
祭
祀
で
あ
る
。『
日
本
紀

略
』
延
長
三
年
（
九
二
五
）
六
月
二
十
六
日
条
に
は

供
養
二
祇
園
天
神
堂
一
。
修
行
僧
建
立
。

と
記
さ
れ
、
こ
の
時
期
に
寺
社
と
し
て
の
名
称
は
「
祇
園
天
神
堂
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
修
行
僧
が
建
立
し
た
御
堂
名
と
思
わ
れ
る
。
祇
園
社
と
は
称
さ
れ
て
い
な
い
。

『
三
代
実
録③
』
の
記
事
に
記
さ
れ
て
い
る
六
柱
の
御
霊
は
崇
道
天
皇
、
伊
豫
親
王
、
藤

原
夫
人
吉
子
、
観
察
使
仲
成
、
橘
逸
勢
、
文
室
宮
田
麻
呂
で
あ
る
。
こ
の
『
日
本
紀

略
』
延
長
三
年
の
記
事
の
御
霊
名
は
天
神
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
菅
原
道
真
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
左
大
臣
藤
原
時
平
の
讒
言
に
遇
っ
て
、
道
真
は
右
大
臣
か
ら
大
宰

府
権
帥
に
左
遷
さ
れ
、
そ
の
御
霊
は
雷
神
と
し
て
祟
る
説
話
が
造
ら
れ
て
行
く
。

『
日
本
紀
略
』
天
延
三
年
（
九
七
五
）
六
月
十
五
日
条
に
は
「
感
神
院
」
の
名
で
記

さ
れ
て
い
る
。

　
「
被
」公
家
始
自
二
今
年
。
被
奉
走
馬
并
敕
樂
東
遊
御
幣
等
感
神
院
。
是
則
去

年
秋
依
皰
瘡
御
惱
有
此
御
願
。
今
被
賽
也
。
是
日
也
。
太
政兼

通

大
臣
參
向
感
神
院
。

公
卿
上
官
供
奉
。
中
宮
職
奉
幣
同
社
。
有
東
遊
等
。
使
亮
從
四
位
下
藤
原
季
平
。
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す
で
に
前
年
天
延
二
年
（
九
七
四
）
五
月
七
日
条
で
、感
神
院
は
天
台
別
院
と
さ
れ
て

い
る
（
紀
略
）。
さ
ら
に
祇
園
御
霊
会
が
行
な
わ
れ
る
理
由
と
し
て
、
前
年
の
秋
か
ら

疱
瘡
即
ち
天
然
痘
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
太
政
大
臣
藤
原
兼
通

に
公
卿
等
も
供
奉
し
、
中
宮
職
か
ら
も
奉
幣
が
な
さ
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
こ
と

は
、
走
馬
・
勅
楽
と
し
て
東
遊
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

祇
園
御
霊
会
は
宮
中
か
ら
民
衆
の
催
し
に
移
行
し
て
い
る
。『
本
朝
世
紀④
』一
条
天

皇
長
保
元
年
（
九
九
九
）
六
月
十
四
日
条
に
は
「
祇
園
天
神
会
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て

い
る
。
昨
年
よ
り
本
名
を
頼
信
と
い
う
法
師
姿
の
雑
芸
者
が
い
て
、「
無
骨
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
柔
ら
か
な
身
の
こ
な
し
を
す
る
こ
れ
ま
で
と
は
異
形
の
技
芸

を
体
得
し
て
、
京
中
の
評
判
を
集
め
て
い
る
法
師
姿
の
演
芸
者
が
い
た
ら
し
い
。
実

名
は
頼
信
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
無
骨
は
祇
園
天
神
の
社
頭
で
、
大
嘗
会
の
標
山
に
似

た
作
山
を
制
作
し
、
引
き
廻
し
た
と
い
う
。
左
大
臣
道
長
が
こ
の
事
に
驚
い
て
、
停

止
の
宣
旨
を
下
し
検
非
違
使
に
追
捕
を
命
じ
る
。
だ
が
無
骨
は
逃
亡
し
て
し
ま
う
と

い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
祇
園
天
神
は
怒
っ
て
詫
宣
を
下
し
た
と
い
う
。
そ

の
夜
亥
刻
に
修
理
職
か
ら
火
災
が
起
こ
り
、
内
裏
を
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
一
条
天

皇
は
御
腰
輿
に
乗
り
、
大
内
裏
の
八
省
院
小
安
殿
に
し
ば
ら
く
逗
留
し
て
い
る
。
道

長
も
馬
で
駆
け
つ
け
て
い
る
。
や
は
り
天
然
痘
の
流
行
を
防
ぐ
は
ず
の
無
骨
の
行
為

を
道
長
が
禁
じ
た
こ
と
で
、
祇
園
社
の
祭
神
は
怒
り
、
内
裏
全
焼
と
い
う
猛
威
を
示

し
て
い
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
民
衆
の
側
の
信
仰
に
移
行
し
た
行
事
と
な
っ

て
い
る
。

『
小
右
記⑤
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
の
祇
園
御
霊
会
に
お
い
て
も
、
祟
り
の
記
事

が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
神
輿
の
後
に
「
散
楽
空
車
」
即
ち
散
楽
を
演
じ
な
が
ら

進
む
、
尾
根
の
な
い
山
車
の
よ
う
な
台
車
が
人
目
を
引
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り

左
大
臣
道
長
の
禁
止
令
が
出
て
、雑
人
達
が
散
楽
人
の
衣
裳
を
破
り
裂
い
た
り
し
た
。

供
奉
す
る
者
や
見
物
者
も
祟
り
を
案
じ
た
如
く
、
夏
な
の
に
氷
雨
が
降
り
、
雷
電
が

走
っ
た
と
い
う
。

ま
た
王
朝
文
学
に
も
描
か
れ
る
芸
能
や
遊
戯
が
公
家
日
記
に
も
記
録
さ
れ
て
い

る
。
中
御
門
右
大
臣
と
称
さ
れ
た
藤
原
宗
忠
の
日
記
、『
中
右
記
』
で
主
要
記
事
を
呈

示
し
て
み
た
い
。
院
政
期
研
究
の
一
等
資
料
で
も
あ
る
。
永
長
元
年⑥
（
一
〇
九
六
）
六

月
十
四
日
条
の
祇
園
御
霊
会
は
「
禁
中
無
人
」
と
記
さ
れ
る
関
心
の
高
さ
で
、
田
楽

が
「
五
十
村
許
」
集
ま
り
、「
近
代
第
一
見
物
之
年
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
康
和
五

年⑦
（
一
一
〇
三
）
六
月
十
四
日
条
に
お
い
て
は
、「
使
・
舞
人
・
競
馬
等
」
が
四
条
大

路
と
思
わ
れ
る
通
り
を
進
む
、「
壮
観
」
な
行
粧
を
書
き
留
め
て
い
る
。
さ
ら
に
大
規

模
な
行
粧
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
が
、『
中
右
記
』
大
治
二
年⑧
（
一
一
二
七
）
六
月
十
四

日
条
で
あ
る
。
四
方
殿
上
人
・
馬
長
・
童
・
巫
女
・
種
女
・
田
楽
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
数

百
人
、
随
身
数
十
人
、
舞
人
十
人
等
の
多
人
数
の
行
粧
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が

「
金
銀
錦
繍
風
流
美
麗
」
ぶ
り
は
、書
き
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
程
だ
と
す
る
。
こ

う
し
た
美
麗
な
装
飾
こ
そ
、
今
日
の
祇
園
祭
の
先
蹤
と
も
言
え
よ
う
。

三　
『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
祇
園
御
霊
会

祇
園
御
霊
会
が
『
年
中
行
事
絵
巻
』
巻
九
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
王
朝
末
期
の
祭

列
の
風
景
で
あ
る
。
絵
巻
の
巻
頭
一
紙
・
二
紙
の
部
分
は
、
祇
園
社
へ
の
還
幸
の
途

次
の
築
地
塀
の
門
前
の
有
様
で
あ
る
。
祭
列
を
迎
え
る
以
前
に
、
賑
や
か
に
田
楽
が

演
じ
ら
れ
て
い
る
。
鼓
を
放
り
投
げ
て
乱
舞
す
る
周
囲
に
は
、
三
人
が
編さ

さ
ら木

、
二
人

が
大
鼓
、一
人
が
横
笛
で
激
し
く
伴
奏
し
て
い
る
。
還
幸
の
行
列
を
待
つ
見
物
人
は
、

田
楽
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
田
楽
は
今
日
国
指
定
無
形
文
化
財
で
あ
る
春
日
大
社

若
宮
御
祭
の
中
で
確
認
で
き
る
（
図
1
）。

絵
巻
三
紙
か
ら
六
紙
始
ま
り
に
か
か
る
部
分
に
、
先
駆
役
と
し
て
四
人
の
乗
尻
が

描
か
れ
て
い
る
。
荒
れ
駒
に
乗
り
、
落
馬
し
て
い
る
乗
尻
も
い
て
躍
動
感
が
あ
る
。

乗
尻
は
細
纓
、
老
懸
の
冠
を
被
り
、
裲
襠
を
着
て
、
鞭
を
身
に
付
け
て
い
る
。
乗
尻

の
存
在
は
今
日
、
上
賀
茂
神
社
の
競
馬
（
図
2
）
に
お
い
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
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る
。
立
派
な
御
幣
も
童
に
よ
っ
て
担
が
れ
て
い
る
。
七
紙
か
ら
九
紙
に
も
風
流
傘
に

彩
ら
れ
た
、黒
駒
に
乗
っ
た
巫
女
二
人
（
図
3
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
女
人
に
翳か

ざ

さ
れ

る
風
流
傘
は
賀
茂
祭
の
女
人
列
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。
葵
祭
で
は
上
級
女

官
の
行
粧
を
華
や
か
に
飾
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
九
紙
に
は
唐
楽
散
手
の
舞
人
（
図
5
）

が
鉾
を
携
え
て
、
手
足
に
は
舞
踊
の
振
り
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
鉾
は
振
鉾

と
い
う
舞
楽
の
よ
う
に
、
祭
場
を
祓
い
浄
め
る
祭
具
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
散
手
は
赤
い
面
を
被
る
。
い
わ
ば
祭
の
先
頭
に
立
つ
天
狗
即
ち
猿
田
彦
神
を
彷

彿
と
さ
せ
る
。
さ
ら
に
十
紙
目
に
獅
子
が
続
く
。
い
ぐ
さ
で
編
ん
だ
笠
を
被
っ
た
楽

人
が
横
笛
を
吹
き
、
二
人
が
太
鼓
を
打
っ
て
い
る
。
十
二
紙
に
は
も
う
一
頭
の
獅
子

が
、
や
は
り
同
数
の
楽
人
に
は
や
し
立
て
ら
れ
て
い
る
。

十
一
紙
に
は
四
本
の
鉾
が
担
が
れ
て
い
る
。四
神
が
守
護
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

十
三
紙
か
ら
は
こ
の
祭
礼
の
中
軸
た
る
三
基
の
神
輿
が
進
む
。
輿
の
前
後
を
担
い
で

い
る
駕
輿
丁
は
、
舞
人
や
楽
人
が
被
る
鳥
甲
を
身
に
付
け
て
い
る
。
先
頭
の
鳳
輦
に

は
素
戔
鳴
尊
の
本
地
、
牛
頭
大
王
を
祀
っ
て
い
る
。
十
五
紙
を
中
心
に
し
た
神
輿
に

は
、
櫛
稲
田
比
売
命
の
本
地
婆
利
女
を
祀
る
。
十
六
紙
に
描
か
れ
た
鳳
輦
に
は
御
子

神
の
本
地
八
王
子
を
祀
っ
て
い
る
。
八
王
子
は
日
吉
大
社
の
祭
神
の
神
体
山
で
あ
る

八
王
子
山
に
通
う
名
称
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
『
日
本
紀
略
』
天
延
二
年
五
月
七
日

条
で
、
感
神
院
を
天
台
別
院
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
章
の
巻
頭
で
掲
げ
た
『
日
本
紀

略
』
延
長
三
年
（
九
二
五
）
六
月
二
十
六
日
条
の
記
事
に
出
て
来
る
、御
堂
建
立
の
修

行
僧
は
叡
山
系
の
天
台
僧
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

最
後
尾
の
八
王
子
神
の
御
輿
の
傍
ら
に
は
、
騎
馬
の
田
楽
師
の
一
群
が
続
く
。
巻

頭
で
祇
園
の
祭
神
の
還
幸
を
迎
え
る
に
際
し
て
、
人
目
を
奪
っ
て
い
る
田
楽
よ
り
も

技
量
の
秀
れ
た
田
楽
師
達
な
の
で
あ
ろ
う
。
太
鼓
・
鼓
・
編
木
・
横
笛
と
い
う
編
成

に
変
わ
り
は
な
い
が
、
そ
の
演
じ
方
は
迫
力
が
あ
る
。
太
鼓
を
打
つ
者
は
危
険
な
程

後
方
に
反
り
返
っ
て
い
る
。
ま
た
編
木
を
奏
で
る
者
も
、
大
仰
な
身
振
り
を
し
て
い

る
。
十
七
・
十
八
紙
に
お
い
て
、そ
の
後
方
に
は
覆
面
を
被
っ
た
細
男
が
鼓
も
打
っ
て

い
る
。
ま
た
笙
や
笏
拍
子
を
司
ど
る
芸
能
者
の
迫
力
も
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
細

男
は
春
日
大
社
若
宮
御
祭
に
お
い
て
も
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
能
（
図
6
）
で
あ
る
。
王

朝
期
の
古
典
芸
能
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

十
九
紙
・
二
十
紙
に
お
い
て
は
祇
園
会
の
最
後
尾
に
、
騎
馬
姿
の
神
官
が
五
人
描

か
れ
て
い
る
。
御
旅
所
の
神
輿
を
置
い
た
幄
舎
の
取
り
は
ず
し
が
進
み
、
使
用
さ
れ

た
祭
具
や
備
品
類
を
片
付
け
る
人
々
も
描
か
れ
て
い
る
。
周
辺
に
は
京
中
の
民
衆
達

の
有
様
を
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
『
年
中
行
事
絵
巻⑨
』
の
「
祇
園
御
霊
会
」
の
絵
巻
に
お
け
る
、
重
要
部
分
の

祭
具
・
楽
器
・
芸
能
に
つ
い
て
明
示
し
て
み
る
。
続
い
て
そ
う
し
た
事
物
が
今
日
の

無
形
文
化
財
・
祭
祀
・
祭
具
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
、
図
1
〜
図
6
で

紹
介
す
る
。
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【図 5】散手（天理大学雅楽部）

【図 6】春日大社若宮御祭で奉納される細男 【図 3】春日大社若宮御祭の巫女

【図 4】賀茂祭の風流傘（賀茂御祖神社） 【図 1】春日大社若宮御祭の田楽

【図 2】賀茂別雷神社競馬の乗尻
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四　

王
朝
文
学
に
見
る
祇
園
御
霊
会

二
章
で
御
霊
会
の
史
的
展
開
を
究
明
し
て
い
る
。『
三
代
実
録
』貞
観
五
年（
八
六
三
）

五
月
二
十
日
条
の
記
事
に
お
い
て
、
崇
道
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
六
柱
の
御
霊
を
鎮

め
、
疫
病
流
行
の
災
難
を
除
去
す
る
と
い
う
、
公
的
行
事
と
し
て
斎
行
さ
れ
た
。
天

延
三
年
（
九
七
五
）
に
な
る
と
、
疱
瘡
（
天
然
痘
）
が
流
行
し
た
こ
と
に
対
し
て
祇
園

御
霊
会
が
行
な
わ
れ
、
宮
中
か
ら
の
奉
幣
や
走
馬
・
東
遊
び
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

一
条
天
皇
の
御
代
に
は
民
衆
に
移
行
し
て
、「
無
骨
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
雑
芸
者
が
人

気
を
集
め
、
宮
中
か
ら
禁
礼
が
出
る
程
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
内
裏
全
焼
と
い
う
猛

威
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
も
語
り
伝
え
て
い
る
。『
小
右
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）

六
月
十
四
日
条
の
祇
園
御
霊
会
の
記
事
で
も
人
目
を
引
い
た
散
楽
を
強
制
的
に
取
り

締
ま
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
夏
な
の
に
氷
雨
が
降
り
、
雷
電
が
走
っ
て
い
る
。
公
家
日

記
の
『
中
右
記
』
に
は
賑
や
か
な
田
楽
や
、行
列
に
供
奉
す
る
華
や
い
だ
衣
装
を
装
っ

た
舞
人
・
競
馬
の
乗
尻
な
ど
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
年
中
行
事
絵
巻
』

巻
九
に
は
祇
園
御
霊
会
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、非
常
に
視
覚
的
に
描
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
・
文
化
財
を
活
用
し
て
、
決
し
て
ま
だ
多
く
は
な
い
王
朝
文
学
で

の
表
現
を
注
視
し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
『
枕
草
子
』
で
あ
る
。「
心
地
よ
げ
な
る
も

の
」
の
章
段
で
あ
る
。
三
巻
本
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

心
地
よ
げ
な
る
も
の　

卯
杖
の
法
師
。
御
神
楽
の
人に

ん
ぢ
よ
う長。

神
楽
の
振
幡
と
か
持

た
る
者
。

し
か
し
能
因
本
本
文
は
後
半
部
が
長
く
、
祇
園
御
霊
会
と
の
関
わ
り
が
窺
え
る
。

　

心
ち
よ
げ
な
る
も
の　

卯
杖
の
ほ
う
し
。
神
楽
の
人
長
。
池
の
蓮
の
村
雨
に

あ
ひ
た
る
。
御
霊
会
の
馬

0

0

0

0

0

長0
を
さ

。
ま
た
、
御
霊
会
の
ふ
り
は
た

0

0

0

0

0

0

0

0

、
取
り
持
た
る
者

0

0

0

0

0

0

。

く
ぐ
つ
の
こ
と
と
り
。
除
目
に
第
一
の
国
得
た
る
人
。

祇
園
御
霊
会
の
馬
長
は
『
中
右
記
』
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
六
月
十
四
日
条
の
記
事

に
は
、行
列
の
中
に
「
馬
長
」
が
登
場
し
て
い
る
。『
年
中
行
事
絵
巻
』
所
収
「
祇
園

御
霊
会
」
の
中
に
、「
馬
長
」
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
三
章
で
論
述
し
た
『
年

中
行
事
絵
巻
』
で
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
絵
巻
の
第
十
一
巻
に
は
馬
長
の
行

列
と
見
な
さ
れ
る
絵
が
あ
る
。
御
霊
会
の
馬
長
三
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
山
鳥
の
尾

羽
根
を
飾
っ
た
笠
に
薄
の
腰
挿
と
い
う
装
を
し
て
い
る
。
今
日
も
伝
承
し
て
い
る
祭

礼
、
春
日
大
社
若
宮
御
祭
に
お
け
る
お
渡
り
式
で
、
重
要
な
所
役
と
し
て
「
馬ば

ち
ょ
う
の
ち
ご

長
児
」

（
図
7
）
が
あ
る
。
お
旅
所
の
行
宮
に
遷
ら
れ
た
若
宮
神
の
御
前
に
祭
礼
の
所
役
や
芸

能
集
団
が
参
詣
す
る
と
い
う
祭
礼
が
御
渡
り
式
で
あ
る
。
本
来
は
興
福
寺
の
学
僧
で

あ
る
学
侶
の
中
か
ら
馬
長
役
が
選
ば
れ
、
祭
に
お
い
て
法
印
権
大
僧
都
の
僧
位
を
許

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
祭
で
は
稚
児
に
そ
の
僧
位
が
授
け
ら
れ
、
五
条
袈
裟
と

褊へ
ん
ざ
ん
え

衫
衣
の
法
衣
を
身
に
ま
と
い
、
馬
に
乗
り
祭
礼
の
最
も
重
々
し
い
所
役
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
第
十
一
巻
の
馬
長
や
、
春
日
大
社
若
宮
御
祭
の
馬
長
児
が
、『
枕
草

子
』
能
因
本
本
文
の
「
心
ち
よ
げ
な
る
も
の
」
の
章
段
に
描
か
れ
る
「
御
霊
会
の
馬

長
」
を
偲
ぶ
、
無
形
文
化
財
と
し
て
の
素
材
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【図 7】 春日大社若宮御祭御渡り式
「馬長児」
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『
枕
草
子
』
能
因
本
二
四
八
段
「
賀
茂
へ
詣
づ
る
道
に
」
の
章
段
に
は
、『
年
中
行

事
絵
巻
』
所
収
「
祇
園
御
霊
会
」
に
も
描
か
れ
る
田
楽
が
、
歌
詞
と
と
も
描
写
さ
れ

て
い
る
。

　

賀
茂
へ
詣
づ
る
道
に
、
女
ど
も
の
、
あ
た
ら
し
き
折
敷
の
や
う
な
る
物
を
笠

に
着
て
、
い
と
お
ほ
く
立
て
り
て
、
歌
を
う
た
ひ
、
起
き
伏
す
や
う
に
見
え
て
、

た
だ
何
す
と
も
な
く
、
う
し
ろ
ざ
ま
に
行
く
は
、
い
か
な
る
に
か
あ
ら
む
、
を

か
し
と
見
る
ほ
ど
に
、
郭
公
を
い
と
な
め
く
う
た
ふ
声
ぞ
心
憂
き
。「
郭
公
よ
。

お
れ
よ
。
か
や
つ
よ
。
お
れ
鳴
き
て
ぞ
、
わ
れ
は
田
に
立
つ
」
と
う
た
ふ
に
、

聞
き
も
果
て
ず
。
い
か
な
り
し
人
か
、「
い
た
く
鳴
き
て
ぞ
」
と
言
ひ
け
む
。
仲

忠
が
童
生
ひ
言
ひ
お
と
す
人
と
、「
鶯
に
は
郭
公
は
お
と
れ
る
」
と
言
ふ
人
こ

そ
、
い
と
つ
ら
う
に
く
け
れ
。
鶯
は
夜
鳴
か
ぬ
、
い
と
わ
ろ
し
。
す
べ
て
夜
鳴

く
も
の
は
め
で
た
し
。

　

ち
と
も
そ
は
め
で
た
か
ら
ぬ
。

『
古
今
和
歌
集
』で
も
鳴
く
音
が
愛
で
ら
れ
る
郭
公
を
求
め
て
賀
茂
社
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
途
次
で
、
早
乙
女
達
が
田
植
え
を
し
て
い
る
。
農
作
業
と
し
て
は
何
の
不
思

議
で
も
な
い
が
、
宮
仕
え
を
し
て
い
る
清
少
納
言
に
と
っ
て
は
、
後
退
り
し
な
が
ら

早
苗
を
植
え
て
行
く
歩
き
方
を
珍
し
い
と
し
て
、「
を
か
し
」
と
表
現
し
て
い
る
。
一

方
で
、
早
乙
女
が
労
働
歌
と
し
て
謡
っ
て
い
る
、
傍
線
を
付
し
て
い
る
歌
詞
が
非
常

に
気
に
入
ら
な
い
の
で
あ
る
。
貴
族
達
の
教
養
・
嗜
み
に
お
い
て
も
っ
と
も
珍
重
さ

れ
る
花
鳥
風
月
の
対
象
で
あ
る
こ
の
郭
公
を
、
農
民
が
批
難
す
る
歌
謡
を
口
誦
さ
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。
清
少
納
言
は
「
に
く
」
し
、「
い
と
わ
ろ
し
」
と
批
難
す
る
の
で

あ
る
。

こ
の
歌
謡
が
今
日
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
住
吉
大
社
「
御
田
植
神
事
」

に
お
け
る
田
舞
（
図
8
）
の
歌
謡
に
似
通
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

　

み
ま
し
も
し
け
や　

わ
か
な
へ
と
る
て
や
は　

し
ら
た
ま
と
る
て
こ
そ　

し

ら
た
ま
な
ゆ
ら
や　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
を
れ
よ　

か
や
つ
よ　

を
れ
な
き
て
ぞ　

わ

れ
は
よ　

た
に
た
つ　

わ
れ
は
よ　

た
に
た
つ

傍
線
部
の
歌
詞
は
前
掲
の
『
枕
草
子
』
能
因
本
本
文
と
近
い⑩
。
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
版
『
枕
草
子
』
の
月
報
に
お
い
て
、
田
辺
聖
子
氏
が
住
吉
大
社
の
「
御
田
」
を

参
観
し
て
、
千
年
以
前
の
歴
史
上
の
間
隔
で
の
無
形
文
化
財
を
感
動
し
た
発
言
を
記

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
今
日
の
伝
統
芸
能
と
し
て
の
田
楽
が
、
平
安
京
に
お
け
る
現

実
の
生
活
風
景
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
祇
園
御
霊
会
は
御
霊
信
仰
か
ら
、
災

難
除
け
の
賑
や
か
な
芸
能
を
供
い
、
そ
の
芸
能
が
屋
根
の
な
い
車
、
例
え
ば
今
日
の

祇
園
祭
の
山
鉾
・
山
車
・
山
笠
の
原
型
と
も
言
え
る
出
し
物
が
行
列
の
中
に
芽
ば
え

て
い
た
。

『
栄
花
物
語
』
巻
第
二
十
四
「
わ
か
ば
え
」
の
中
で
は
『
年
中
行
事
絵
巻
』
所
収

【図 8】住吉大社御田植神事の田舞
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「
祇
園
御
霊
会
」
に
描
写
さ
れ
、
春
日
大
社
若
宮
御
祭
に
も
登
場
す
る
「
細
男
」（
図

6
）
の
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。「
四
条
大
納
言
」
即
ち
藤
原
公
任
の
娘
が
、「
内

大
臣
」
藤
原
教
通
室
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
女
性
が
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
正
月
に

逝
去
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
御
忌
月
」
な
の
で
服
喪
し
て
い
る
中
を
、
内
大

臣
は
出
仕
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
通
常
の
務
め
が
で
き
ず
女
房
達
の
中
に
混
じ
っ
て

い
る
の
で
、
女
房
達
は
大
変
緊
張
し
て
、
冷
や
汗
を
出
し
顔
も
赤
ら
む
思
い
を
し
て

い
る
。
主
人
研
子
の
目
が
あ
る
。
教
通
の
方
は
女
房
達
の
「
か
た
ち
、振
舞
」
か
ら
、

衣
裳
の
着
方
や
色
合
い
を
気
に
掛
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に
関
白
頼
通
ら
公
卿
の
目
も

あ
る
。お

ほ
か
た
の
有
様
は
、
御（

研
子
）前

の
御
覧
ず
る
を
恥
づ
か
し
う
、
い
か
に
い
か
に
と
、

人
の
か
た
ち
、
振
舞
よ
り
は
じ
め
、
衣
の
有
様
、
匂
ひ
な
ど
を
御
覧
ず
と
、
わ

び
し
く
お
の
お
の
思
ひ
つ
つ
、
こ
の
並
み
ゐ
て
見
た
ま
ふ
ら
ん
（
関
白
頼
通
の
）

目
ど
も
は
、
さ
は
れ
、
誰
と
も
知
ら
れ
た
て
ま
つ
ら
ね
ば
、
御
霊
会
の
細
男
の

手
拭
ひ
し
て
顔
隠
し
た
る
心
地
す
る
に
、
こ
の
内（

教
通
）

大
臣
の
ほ
ほ
笑
み
紛
れ
さ
せ

た
ま
ふ
ぞ
、
い
み
じ
う
わ
び
し
き
こ
と
な
り
け
る
。

女
房
達
は
覚
悟
を
決
め
て
、「
御
霊
会
の
細
男
」
の
、
布
で
覆
面
状
に
し
て
素
顔
が
見

え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
心
情
（
図
6
）
に
喩
え
て
い
る
。『
年
中
行
事
絵
巻
』
所
収

「
祇
園
御
霊
会
」
の
風
景
が
、
王
朝
文
学
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
も
な
る
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
所
収
「
仲
胤
僧
都
、
連
歌
の
事
」
の
章
段
で
は
、
権
中
納
言
藤

原
季
仲
の
子
で
あ
る
、
こ
の
仲
胤
僧
都
の
気
の
効
い
た
連
歌
の
付
け
方
を
伝
え
て
い

る
。
退
屈
を
ま
ぎ
ら
す
た
め
催
し
た
連
歌
の
遊
び
の
付
句
が
な
か
な
か
浮
か
ば
な
い

場
で
、
仲
胤
が
即
妙
の
句
を
付
け
て
い
る
。
そ
れ
が
祇
園
会
の
行
列
を
待
ち
焦
が
れ

る
、
物
見
人
の
心
情
を
詠
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

（
前
略
）
あ
る
僧
忍
び
や
か
に
、

　
　

う
へ
わ
ら
は
大
童
子
に
も
劣
り
た
り

と
連
歌
に
し
た
り
け
る
を
、
人
々
し
ば
し
案
ず
る
程
に
、
仲
胤
僧
都
そ
の
座
に

あ
り
け
る
が
、「
や
や
、
胤
、
早
う
つ
き
た
り
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
若
き
僧
た

ち
、「
い
か
に
」
と
顔
を
ま
も
り
合
ひ
侍
り
け
る
に
、
仲
胤
は
、

　
　

祇
園
の
御
会
を
待
つ
ば
か
り
な
り

と
つ
け
た
り
け
り
。

　

こ
れ
を
お
の
お
の
、「
こ
の
連
歌
は
い
か
に
つ
き
た
る
ぞ
」
と
、
忍
び
や
か
に

言
ひ
合
ひ
け
る
を
、
仲
胤
聞
き
て
、「
や
や
、
わ
た
う
、
連
歌
だ
に
つ
か
ぬ
と
つ

き
た
る
ぞ
か
し
」
と
い
ひ
た
り
け
れ
ば
、
こ
れ
を
聞
き
伝
へ
た
る
者
ど
も
、
一

度
に
「
は
つ
」
と
、
と
よ
み
笑
ひ
け
り
と
か
。

下
の
句
を
な
か
な
か
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
、
一
座
が
気
が
気
で
な
い
。
そ
の

心
情
を
い
ろ
い
ろ
な
才
芸
の
人
が
供
奉
し
て
い
る
、
祇
園
会
の
行
列
を
ひ
た
す
ら

待
っ
て
い
る
情
況
に
喩
え
て
い
る
の
で
あ
る
。「
青
蓮
院
の
座
主
」と
称
さ
れ
た
藤
原

師
実
の
子
行
玄
や
、「
七
宮
」
た
る
鳥
羽
天
皇
第
七
皇
子
覚
快
法
親
王
の
生
存
年
代
か

ら
平
安
時
代
末
期
の
逸
話
、
と
い
う
こ
と
が
類
推
で
き
る
。
そ
の
頃
に
お
け
る
祇
園

御
霊
会
の
人
気
ぶ
り
が
偲
ば
れ
よ
う
。

平
安
中
期
の
御
霊
と
し
て
は
藤
原
元
方
や
、
悪
霊
左
府
と
称
さ
れ
た
藤
原
顕
光
が

代
表
的
人
物
で
あ
る
。『
大
鏡
』
や
『
栄
花
物
語
』
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。
元
方
は
娘

祐
姫
を
村
上
天
皇
後
宮
に
入
内
さ
せ
、
広
平
親
王
の
外
戚
と
な
る
。
し
か
し
師
輔
女

安
子
腹
の
憲
平
親
王
が
立
太
子
し
、
即
位
も
果
た
し
て
冷
泉
帝
と
な
っ
た
。
し
か
し

冷
泉
帝
は
心
神
異
常
の
質
を
有
し
、
元
方
の
物
の
怪
に
祟
ら
れ
て
い
る
と
い
う
風
評

が
立
っ
た
。
顕
光
の
場
合
は
す
で
に
娘
承
香
殿
女
御
元
子
が
一
条
天
皇
に
入
内
し
な

が
ら
不
遇
な
生
涯
で
あ
り
（『
栄
花
物
語
』「
浦
々
の
別
」）、
さ
ら
に
妹
延
子
を
小
一
条

院
敦
明
親
王
妃
に
立
て
た
。
し
か
し
道
長
女
寛
子
の
入
内
に
よ
り
寵
を
奪
わ
れ
て
し
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ま
う
。『
栄
花
物
語
』
巻
第
二
五
「
み
ね
の
月
」
で
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
明
子

腹
の
寛
子
に
顕
光
・
延
子
の
父
娘
が
そ
ろ
っ
て
祟
っ
て
い
る
。

御
髪
の
そ
が
せ
た
ま
へ
る
、
う
る
は
し
き
鬘か

づ
らの

や
う
に
て
、
六
尺
ば
か
り
な
り
。

戒
受
け
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
殿
の
御
前
の
袈
裟
、
尼
上
の
御
衣こ

ろ
もな

ど
、
た
だ
御
上

に
と
り
お
こ
な
ひ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
た
だ
よ
ろ
づ
夢
の
心
地
の
み
せ
さ

せ
た
ま
ふ
。
東（

頼
宗
）宮

、
中（

能

信

）

宮
の
大
夫
殿
、
中（

長
家
）

納
言
殿
な
ど
、
あ
は
れ
に
い
み
じ
う

思
し
ま
ど
ひ
、
物
に
あ
た
り
た
ま
ふ
。
御
物
の
怪
ど
も
い
と
い
み
じ
う
、「
し
得

た
り
、
し
得
た
り
」
と
、
堀
河
の
大
臣
、
女
御
、
諸
声
に
「
今
ぞ
胸
あ
く
」
と

叫
び
の
の
し
り
た
ま
ふ
。

寛
子
は
美
女
と
し
て
誉
高
い
が
、
受
戒
な
さ
っ
て
い
る
。
道
長
の
袈
裟
、
明
子
の
法

衣
を
御
身
に
お
か
け
に
な
る
。
同
母
兄
の
頼
宗
・
能
信
・
弟
の
長
家
も
悲
し
み
に
沈

む
。
堀
河
の
大
臣
顕
光
と
延
子
の
霊
は
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
積
年
の
怨
み
を
晴
し

た
と
大
声
で
の
の
し
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

宮
中
の
皇
位
継
承
に
関
し
て
は
皇
子
・
后
・
外
戚
を
含
め
て
、
怨
み
を
助
長
す
る

と
い
う
御
霊
が
生
じ
る
風
景
が
偲
ば
れ
る
。
た
だ
死
者
の
御
霊
と
し
て
祟
る
の
が
典

型
と
も
言
え
る
。
し
か
し
異
形
の
御
霊
は
『
源
氏
物
語
』
の
六
条
御
息
所
の
生
霊
の

場
合
で
あ
る
。
葵
の
巻
本
文
の
一
部
を
掲
げ
る
。

　

大お
ほ
と
の殿

に
は
、
御
物
の
怪
い
た
う
起
こ
り
て
い
み
じ
う
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ふ
。
こ

の
御
生
霊
、故
父
大
臣
の
御
霊
な
ど
言
ふ
も
の
あ
り
と
聞
き
た
ま
ふ
に
つ
け
て
、

思
し
つ
づ
く
れ
ば
、
身
ひ
と
つ
の
う
き
嘆
き
よ
り
ほ
か
に
人
を
あ
し
か
れ
な
ど

思
ふ
心
も
な
け
れ
ど
、
も
の
思
ひ
に
あ
く
が
る
な
る
魂
は
、
さ
も
や
あ
ら
む
と

思
し
知
ら
る
る
こ
と
も
あ
り
。
年
ご
ろ
、
よ
ろ
づ
に
思
ひ
残
す
こ
と
な
く
過
ぐ

し
つ
れ
ど
か
う
し
も
砕
け
ぬ
を
、
は
か
な
き
こ
と
の
を
り
に
、
人
の
思
ひ
消
ち
、

無
き
も
の
に
も
て
な
す
さ
ま
な
り
し
御
禊
の
後
、
一
ふ
し
に
思
し
浮
か
れ
に
し

心
鎮
ま
り
が
た
う
思
さ
る
る
け
に
や
、す
こ
し
う
ち
ま
ど
ろ
み
た
ま
ふ
夢
に
は
、

か
の
姫
君
と
思
し
き
人
の
い
と
き
よ
ら
に
て
あ
る
所
に
行
き
て
、
と
か
く
ひ
き

ま
さ
ぐ
り
、
現う

つ
つに

も
似
ず
、
猛
く
い
か
き
ひ
た
ぶ
る
心
出
で
来
て
、
う
ち
か
な

ぐ
る
な
ど
見
え
た
ま
ふ
こ
と
度
重
な
り
に
け
り
。（
以
下
略
）

左
大
臣
邸
に
物
の
怪
が
跳
梁
し
て
、
葵
の
上
の
御
産
に
お
い
て
取
り
憑
い
て
い
た
の

で
あ
る
。
六
条
御
息
所
の
父
大
臣
の
死
霊
か
、
六
条
御
息
所
だ
と
し
た
ら
生
霊
な
の

で
あ
る
。
生
霊
が
憑
く
と
い
う
こ
と
は
、『
源
氏
物
語
』
の
独
特
の
表
現
手
法
で
、
外

に
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
賀
茂
斎
院
の
御
禊
の
折
、
一
条
大
路
に
お
い
て
発

生
し
た
。
斎
院
御
禊
に
特
別
の
宣
旨
で
供
奉
し
て
い
る
光
源
氏
を
見
る
た
め
に
、
秘

か
に
身
を
隠
し
て
訪
れ
て
い
た
六
条
御
息
所
は
乗
っ
て
る
牛
車
を
破
壊
さ
れ
て
し
ま

う
。
御
息
所
は
人
々
の
眼
前
で
辱
め
を
受
け
、
自
ら
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
魂
が
遊
離
し

て
、
葵
の
上
に
取
り
憑
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
夢
の
中
で
自
ら
が
狂
気
の
よ
う
に
変

じ
て
、
葵
の
上
に
苦
し
み
を
与
え
て
い
る
の
は
我
な
が
ら
厭
わ
し
さ
を
実
感
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
光
源
氏
と
の
情
愛
も
失
い
つ
つ
あ
る
。
も
は
や
都
に
も
身
を
置
く
こ

と
の
で
き
な
い
身
の
上
と
成
り
果
て
て
し
ま
う
。
御
霊
信
仰
の
面
で
も
紫
式
部
は
、

他
の
作
品
に
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
生
霊
の
風
景
を
創
造
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
祭
祀
・
芸
能
・
無
形
文
化
財
の
参
観
・
調
査
の
機

会
を
与
え
て
戴
い
た
、
春
日
大
社
・
賀
茂
御
祖
神
社
・
賀
茂
別
雷
神
社
・
天
理
大
学

雅
楽
部
の
各
位
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

注①　
『
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
五
月
二
十
日
条
の
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

廿
日
壬
午
。
於
神
泉
苑
修
御
霊
会
。
勅
遣
左
近
衛
中
将
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
基
経
。
右

近
衛
権
中
将
従
四
位
下
兼
行
内
蔵
頭
藤
原
朝
臣
常
行
等
。
監
会
事
。
王
公
卿
士
赴
集
共
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観
。
霊
座
六
前
設
施
几
筵
。
盛
陳
花
果
。
恭
敬
薫
修
。
延
律
師
慧
達
為
講
師
。
演
説
金

光
明
経
一
部
。
般
若
心
経
六
巻
。
命
雅
楽
寮
伶
人
作
楽
。
以
帝
近
侍
兒
童
及
良
家
稚
子

為
舞
人
。
大
唐
高
麗
更
出
而
舞
。
雑
伎
散
楽
競
尽
其
能
。
此
日
宣
旨
。
開
苑
四
門
。
聴

都
邑
人
出
入
縦
観
。
所
謂
御
霊
者
。
崇
道
天
皇
。
伊
豫
親
王
。
藤
原
夫〈
吉
子
〉人

。
及
観〈

仲
成
カ
〉

察
使
。

橘
逸
勢
。
文
室
宮
田
麻
呂
等
是
也
。
並
坐
事
被
誅
。
寃
魂
成
厲
。
近
代
以
来
。
疫
病
繁

発
。
死
亡
甚
衆
。
天
下
以
為
。
此
災
。
御
霊
之
所
生
也
。
始
自
京
畿
。
爰
及
外
国
。
毎

至
夏
天
秋
節
。
修
御
霊
会
。
徃
々
不
断
。
或
礼
佛
説
経
。
或
歌
且
舞
。
令
童
貫
之
子
靚

粧
馳
射
。
膂
力
之
士
袒
裼
相
撲
。
騎
射
呈
芸
。
走
馬
爭
勝
。
倡
優
媼
戯
。
逓
相
誇
競
。

聚
而
観
者
莫
不
填
咽
。
遐
邇
因
循
。
漸
成
風
俗
。
今
茲
春
初
咳
逆
成
疫
。
百
姓
多
斃
。

朝
廷
為
祈
。
至
是
乃
修
此
会
。
以
賽
宿

也
。

②　
『
年
中
行
事
絵
巻
』
巻
第
九
「
祇
園
御
霊
会
」
は
祭
祀
に
お
け
る
行
列
が
活
き
活
き

と
描
写
さ
れ
、
平
安
期
の
重
要
な
資
料
。

③　

六
柱
の
御
霊
は
崇
道
天
皇
は
光
仁
天
皇
皇
子
早
良
親
王
で
、
桓
武
天
皇
皇
太
子
で

あ
っ
た
が
淡
路
国
に
配
流
。
伊
豫
親
王
は
桓
武
天
皇
皇
子
。
藤
原
夫
人
吉
子
は
伊
豫
親

王
母
、
親
王
は
廃
太
子
と
な
っ
て
し
ま
い
、
母
子
と
も
毒
を
服
し
自
害
す
る
。
観
察
使

は
仲
成
と
み
ら
れ
薬
子
の
兄
で
あ
る
。
橘
逸
勢
は
承
和
の
変
で
流
罪
と
な
り
、配
さ
れ

る
途
中
で
落
命
し
て
い
る
。
文
室
宮
田
麻
呂
も
謀
反
の
咎
で
流
罪
と
な
る
。
こ
れ
ら
無

実
の
ま
ま
罪
を
被
せ
ら
れ
、怨
恨
を
懐
き
つ
つ
命
を
落
と
す
身
と
な
っ
た
不
遇
の
貴
人

達
で
あ
っ
た
。

④　
『
本
朝
世
紀
』
長
保
元
年
六
月
十
四
条
の
記
事
で
あ
る
。

 

但
今
日
祇
園
天
神
会
也
。
而
自
去
年
。
京
有
雑
芸
者
。
是
則
法
師
形
也
。
世
号
謂
無

骨
。
実
名
者
頼
信
。
世
間

交　

仁　

安

等
者
。
件
法
師
等
為
令
京
中
之
人
見
物
。
造
村
凝
渡
彼
社
頭
。
而

如
云
々
者
。
件
村
作
法
。
宛
如
引
大
嘗
会
之
標
。
仍
左
大
臣
令
聞
食
此
由
。
驚
被
下
停

止
之
宣
旨
。
随
召
仰
検
非
違
使
。
奉
此
由
。
検
非
違
使
馳
向
彼
無
骨
所
。
擬
追
捕
之

間
。
件
無
骨
法
師
等
在
前
問
云
々
。
逃
去
已
了
。
爰
検
非
違
使
空
以
還
向
。
且
令
・申

彼

社
頭
無
骨
村
停
止
之
由
。
于
時
天
神
大
忿
怒
。
自
礼
盤
祝
師
僧　

躒
落
。
即
付
辺
下
人

作
託
宣
云
々
。」
此
間
。
今
夜
亥
剋
許
。
従
修
理
職
内
造
木
屋
発
火
災
。
内
裏
悉
以
焼

亡
。
午
・後

天
皇
乗
腰
輿
。
指
左
兵
衛
陣
御
出
。
経
左
衛
門
陣
頭
着
職
御
曹
司
。
幸
間
。

左
大
臣
乍
騎
馬
自
陽
明
門
馳
入
。
天
皇
御
所
馳
対
。
下
馬
被
奏
云
。
職
御
曹
司
者
是
火

末
。
御
座
有
事
恐
歟
。
八
省
大
極
殿
之
間
。
可
被
行
幸
由
奏
了
。「
仍
返
向
八
省
行
大

極
殿
之
間
可
被
行
幸
内
奏
了
」
仍
返
向
八
省
行
幸
。
暫
逗
留
小
安
殿
間
。

⑤　
『
小
右
記
』
長
和
二
（
一
〇
一
三
）
年
六
月
十
四
日
の
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

六
月
十
四
・日

﹅甲
戌
、
師
光
朝
臣
云
、
今
日
祇
園
御
霊
会
、
御
輿
後
有
散
楽
空
車
、
而

依
左（
藤
原
道
長
）

大
臣
殿
仰
、
雑
人
数
多
出
来
、
打
留
散
楽
人
、
破
損
其
衣
裳
、
此
間
御
輿
停
留
不

能
追
却
、
供
奉
人
并
見
物
者
等
称
可
有
徴
咎
之
由
云
、
其
後
氷
雨
交
降
、
雷
電
経
剋
、

⑥　
『
中
右
記
』
永
長
元
（
一
〇
九
六
）
年
六
月
十
四
日
の
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

十
四
日
、
巳
時
許
参
内
、
終
日
伺
候
、
今
日
祇
園
御
霊
会
間
禁
中
舞
人
、
仍
終
日
候
御

前
也
、
後
聞
、
院
召
仕
男
共
四
百
人
許
供
奉
、
又
院
蔵
人
町
童
七
十
余
人
、
内
蔵
人
町

童
部
卅
余
人
、
田
楽
五
十
村
許
、
近
代
第
一
見
物
之
年
者
、
入
内（
夜
カ
）従

内
退
出
、

⑦　
『
中
右
記
』
康
和
五
（
一
一
〇
三
）
年
六
月
十
四
日
の
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

祇
園
御
霊
会
間
、
使
・
舞
人
・
競
馬
等
・
京
都
雑
人
成
彼
種
ゝ
躰
渡
大
路
議（

儀
）、

足
壮
観

云
々
、

⑧　
『
中
右
記
』
大
治
二
（
一
一
二
七
）
年
六
月
十
四
日
の
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

十
四
日
壬
申　

或
晴
或
陰
、
時
々
小
雨
、
祇
園
御
霊
会
、
四
方
殿
上
人
、
馬
長
、
童
、

巫
女
、
種
女
、
田
楽
各
数
百
人
、
此
外
祇
園
所
司
僧
随
身
数
十
人
兵
供
奉
、
舞
人
十

人
、
使
乗
唐
鞍
、
凡
天
下
過
差
不
可
勝
計
、
金
銀
錦
繍
風
流
美
麗
不
可
記
尽
、
両
院
於

按
察
中
納
言
三
條
室
町
桟
敷
御
見
物
云
々

⑨　
「
祇
園
御
霊
会
」
の
絵
画
資
料
は
『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』
版
（
角
川
書
店
）
を

使
用
し
て
い
る
。

⑩　

拙
稿
「
枕
草
子　

賀
茂
の
郭
公
考
（
下
）」（『
専
修
国
文
』
第
五
十
二
号
）
参
照
の

こ
と
。
能
因
本
本
文
で
は
「
賀
茂
へ
詣
づ
る
道
に
」
で
あ
る
が
、三
巻
本
で
は
「
賀
茂

へ
ま
ゐ
る
道
に
」
と
な
っ
て
い
る
。
住
吉
大
社
の
御
田
の
田
舞
の
歌
詞
は
、よ
り
能
因

本
本
文
に
近
い
の
で
あ
る
。

（
専
修
大
学
文
学
部
教
授
）


